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令和２年 第２回別海町教育委員会議 会議録 

 

１ 開催日時  令和２年３月２日（月） 

１６時３５分から１７時５０分まで 

 

２ 開催場所  別海町役場 ４階第２委員会室 

 

３ 出 席 者 （４名） 

教育長         登 藤 和 哉 

教育委員        大 塚 保 男 

教育委員        木 村 江 里 

教育委員        粥 川 一 芳 

 

４ 出席職員 （１４名） 

教育部長        山 田 一 志 

教育委員会部次長    石 川   誠 

指導主幹        住 吉 幹 城 

指導参事        根 本   渉 

学務課長        入 倉 伸 顕 

学務課主幹       池 田 卓 也  

        学務課主査       佐 藤   亮 

学務課主任       天 神 幸 子 

生涯学習課主査     立 澤 雅 彦 

生涯学習課主査     上 杉 大 洋 

中央公民館長      内 山   宏 

西公民館副館長     木戸口   誠 

東公民館長       福 原 義 人 

図書館長        新 堀 光 行 

 

５ 議事日程  議案第１号 別海町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例の

制定について 

        議案第２号 別海町公民館設置及び管理等に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

        議案第３号 別海町郷土資料館設置条例の一部を改正する条例の制定に

ついて 

        議案第４号 別海町総合スポーツセンター条例の一部を改正する条例の
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制定について 

        議案第５号 別海町社会体育施設設置条例の一部を改正する条例の制定

について 

        議案第６号 別海町公民館設置及び管理等に関する条例施行規則の一部

を改正する規則の制定について 

        議案第７号 別海町公民館管理運営規程の一部を改正する訓令の制定に

ついて 

        議案第８号 令和元年度教育費予算の補正について 

        議案第９号 令和２年度教育費予算について 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－【開 会】－ 

お疲れ様でございます。ただいまから令和２年第２回の別海町教育

委員会議を開会いたします。 

本日の出席者は４名ですので、会議規則の定足数に達しております

ので、会議が成立することを宣言いたします。 

開会に当たりまして、一言私のほうからご挨拶をさせていただきま

す。 

本日はお忙しい中、このようにお集まりいただきありがとうござい

ます。また、開催時間の変更というアクシデントにもかかわらず、ご

参加いただきましてありがとうございます。 

さて、今年でございますが、例年になく小雪暖冬ということで臨時

休校も少なく安定した学校運営と思っていた矢先、新型コロナウイル

スの関係、感染による大きな影響が出てきたところでございます。 

誰もが、このような事態になるとは予想していなく、また、経験値

もないことから驚き、混乱しているところでもあります。 

この影響により、新型コロナウイルス感染拡大予防と子供たちの安

全を第一と考え、学校においては１年間で１番忙しく、慌ただしい時

期ではありますが、北海道教育局の要請を受けて一定期間の臨時休校

を行ったところであります。また、今後予定されております卒園式や

卒業式に大きな影響が出ることは必至ですが、子供たちの安全のため

徹底した安全対策を講じていきたいと思いますので、どうぞご理解と

ご支援をよろしくお願いいたします。 

本日はどうもありがとうございます。 

それでは、本日の日程に入らせていただきます。 

はじめに、お手元にお配りしております資料に基づきまして、日程

第２前回会議録の承認についてでございます。 

－【前回会議録の承認】－ 
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教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

教育長 

(登藤和哉君) 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

教育部長 

(山田一志君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

学務課長 

(入倉伸顕君) 

 

 

 

 

 

 

 

令和２年第１回の会議録について、事前に各委員の皆様に事務局か

ら送付していると思いますので、訂正御意見等がありましたら発言の

ほうをお願いしたいと思います。 

（「なし」の声あり） 

なければ、承認することとしてよろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

それでは、第１回の会議録について承認することといたします。 

－【報 告】－ 

続きまして、日程第３報告に入ります。 

２月１７日に開催いたしました、第１回教育委員会議から本日まで

の行事や実施事業等について事務局から報告願います。 

それでは私のほうから、２月１７日に開催されました第１回教育委

員会議以降、本日までの主な行事や実施事業等について、配付しまし

た資料によりご報告いたします。 

２月１８日、臨時校長会が行われております。 

そして２日後２０日、定例教頭会議が行われております。 

それから２月２１日ですけれども、令和２年第１回の別海町議会全

員協議会が行われております。 

２７日、新型コロナウイルスの影響に伴う臨時休校及び卒業式の対

応等を協議する臨時の校長会議が行われております。 

 翌２８日ですけれども、同じく新型コロナウイルスに伴う臨時休園

及び卒園式の対応等を協議する臨時園長会議が行われております。 

 月が替わりまして、３月２日、今日ですけれども、第２回の教育委

員会議が行われているというところです。 

 以上で報告を終わります。 

次に、日程第４の議事に入りたいと思います。 

議案第１号別海町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例

の制定についてを議題といたします。事務局から説明願います。 

それでは、別海町学校給食センター設置条例の一部を改正する条例

の制定について、内容を説明いたします。 

議案書１ページをお開きください。 

本件につきましては、別海町学校給食センターの建て替えに伴い、

設置の位置を変更することから、本条例の一部を改正するものです。 

別海町学校給食センターにつきましては、昭和４４年に建設の後、

５０年が経過し、老朽化が著しい状況であったことから、建て替えを

行うことを決定しました。 

このことから、平成２９年度に基本設計及び実施設計、平成３０年
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教育長 

(登藤和哉君) 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

 

 

 

 

 

部次長 

(石川 誠君) 

 

 

 

 

度から３１年度に建築工事、厨房機器設置工事及び外構工事を実施し、

令和２年４月から、新しい学校給食センターでの運用を開始する運び

となりました。 

現在、４月からの運用開始に向け、準備を進めているとこです。 

それでは、改正の内容については、議案の朗読は省略し、議案資料

により説明いたします。 

議案資料の１ページをお開きください。 

表の右側が改正前、左側が改正後です。表の右側、改正前、第３条 

名称及び位置、第２号、位置、別海町別海新栄町２番地を、表の左側、

改正後、別海町別海１１８番地９に改めるものです。附則としまして、

この条例は令和２年４月１日から施行するものです。 

新しい学校給食センターにおいても、安全安心で安定した給食の提

供、そして、子ども達が楽しみにしている給食の提供を継続してまい

ります。 

以上で議案第１号の内容説明を終わります。 

それでは、議案第１号の内容説明が終わりましたので、委員の皆様

の御質問御意見等がありましたらお受けしたいと思います。 

（「なし」の声あり） 

なければ採決をさせていただきます。 

議案第１号について原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようですので、議案第１号について原案のとおり決定す

ることといたします。 

続きまして、議案第２号、別海町公民館設置及び管理等に関する条

例の一部を改正する条例の制定について、議案第３号、別海町郷土資

料館設置条例の一部を改正する条例の制定について、議案第４号、別

海町総合スポーツセンター条例の一部を改正する条例の制定につい

て、議案第５号、別海町社会体育施設設置条例の一部を改正する条例

の制定についての４件については、関連がありますので一括議題とさ

せていただきます。事務局説明願います。 

議案第２号から第５号までについては、使用料改正に伴う条例改正

が主になりますので、私の方から一括して説明したいと思います。 

 本案は、令和元年１０月からの消費税１０％への引き上げに伴い、

庁舎内関係職員による検討会議において、使用料及び手数料の見直し

について検討を続け、パブリックコメントも実施してまいりました。 

 料金の改定に当たっては、これまでの算定根拠や現状等を洗い出し、
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検証するとともに、施設職員の人件費及び施設修繕費等の物件費を用

いて、原価計算を行い、あるべき受益者負担と行政負担を明確にして

算定しました。 

 また、利用者負担の公平性と利用しやすい時間区分とするため、従

前の、午前、午後、夜間区分を、１時間当たりの料金体系に一部変更

すると共に、貸室、備品の使用料、冬期間の暖房料は、町民をはじめ

とする利用者の公平性や利用の実態等を鑑みながら、改定したいとい

うものです。 

減免規定においても、町民ファースト、利用者ファーストの視点で、

一部をわかりやすく、現況に合わせ、引用条項や文言の修正等の改正

を行いたいとするもので、条例の一部改正は、来たる３月５日からの

令和２年第１回町議会定例会に整理条例の１つとして提案する予定と

なっていることを申し添えます。 

 それでは、議案の説明に入りますが、使用料改正の前に条例の文言

の改正について説明します。 

議案書２ページになります、別海町公民館設置及び管理等に関する

条例の一部を改正する条例の制定について、別添の議案第１から７号

関係資料の同じく２ページの条例新旧対照表をご覧ください。 

 右側が改正前、左側が改正後となっています。 

第２条第２項第２号の所在地についてです。 

 本案は、これまでの住民基本台帳法により明記していましたが、戸

籍法により施設位置を明記することが妥当であることから、西公民館

住所の９９番地の３となっている「の」を削り、９９番地９とするも

のです。なお、所在位置には変更はございません。 

次に、その下第１８条です。 

本案は、事案が生じた場合の報告等の先が不明であったことから、

住民サービス向上のため、また、利用者にわかりやすいよう施設管理

者である教育委員会を追記したものであります。 

 それでは、資料３ページの使用料改正の説明に入ります。 

第１３条の別表第１になります。 

本案は、表中の１号で中央公民館、同２号で西公民館、同３号で東

公民館となっていますが、それぞれの公民館で貸室の仕様等に相違が

あることから、それぞれの記載となっておりますが、大きくは、冒頭

説明させていただきました改正根拠に基づいての内容となっていま

す。 

７ページをお開きください。７ページ４号、機器と備品使用量の表

中では、備品状況等を確認し、すでに廃棄しているものについては表
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中から削除し、現行料金から原価単価を算定し、消費税１０％を乗じ

た金額となっています。 

 続いて、８ページの表中下段の付記でありますが、改正前は営利目

的の場合５倍以内となっていたものを１０倍以内とし、町民以外が利

用する場合には定めがありませんでしたが、２倍以内と定め、町民の

優遇を図るものであります。 

 また、暖房料加算については、１０月 1 日から翌年４月３０日とし

ていたものを、１１月１日から加算として、これまで同様に、加算期

間外であっても、使用した場合には暖房料を徴収するとしています。 

なお、附則として、この条例は、令和２年４月１日から施行すると

するものです。 

 続いて、第３号の別海町郷土資料館設置条例の一部を改正する条例

の制定についてです。議案書は６ページとなります。 

 本議案は令和２年度郷土資料館の観覧料見直しに伴う改正でござい

ます。 

 お手元別添資料の１０ページ、新旧対照表をお開きください。 

 右の表は改正前、左が改正後となります。 

 別表の個人３００円を３５０円に、団体１人につき２４０円を４０

円アップの２８０円に改めるものです。 

附則といたしまして、この条例は、令和２年４月１日から施行する

とするものです。 

 続きまして、議案書８ページ、第４号、別海町総合スポーツセンタ

ー条例の一部を改正する条例の制定について説明いたします。 

 別添資料、１１ページから１９ページの新旧対照表をご覧ください。 

１１ページの町民体育館においては、改正後においては、アリーナ、

柔剣道場に研修室を加え、従来通りの時間帯、午前中であれば９時か

ら１２時、午後の時間は１２時から１７時、夜間は１７時から２２時

の３つで分割し、一般の１回使用料を１００円から５０円アップの１

５０円に引き上げ、シーズン券についても４，２００円から６，００

０円に改めるものです。 

 なお、１２ページのトレーニング室、会議室については、利用者の

利用実態に合わせた１時間単位での使用料の設定とし、新たに設置し

たシャワー室については、１回の使用料を１００円としたものです。 

 また、１３ページに記載の通り、改正後の下段７、８、９の文言を

加え、特に９のシーズン券の購入においては、２か所以上のシーズン

券を同時購入する場合には、その合計金額から１０％の額を割り引く

サービスを新たに実施することとしています。例えば、町民体育館と
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教育長 

(登藤和哉君) 

 

教育委員 

(大塚保男君) 

 

 

部次長 

(石川 誠君) 

 

 

 

 

教育委員 

(大塚保男君) 

 

 

温水プールの両方シーズン券を使いたいという人は、同時購入の場合

は１０％を引く、３施設、４施設もあり得るかと思いますが、その場

合も同じく合計金額から１０％割り引くというサービスを考えていま

す。各々の区分や使用料の変更については、資料の通りとなっていま

すので説明は割愛させていただきます。 

 続きまして、議案書１３ページ、第５号、別海町社会体育施設設置

条例の一部を改正する条例の制定について説明いたします。 

 別添資料では、２０ページから２４ページになります。 

 因みに社会体育施設は、別海市街以外に点在するスポーツ施設とな

りますが、各々の使用料改定内容については、説明を省かせていただ

きますが、前段で説明いたしました、別海市街に設置されております

財団の指定管理であるスポーツセンター施設の料金と整合した料金設

定となっております。 

 また、中央、西部、東部地区に設置されております、同種の施設と

いった施設においての利用券は、シーズン券も含めまして、今まで通

り共通券としていることを申し添えます。 

なお、附則として、本条例におきましても、令和２年４月１日から

施行するものです。 

 以上、雑駁でありますが、議案第２号から第５号までの一括説明を

終わります。以上です。 

只今、議案第２号から第５号までの４件について、内容説明が終わ

りましたので、委員の皆様御質問御意見等ありましたらお受けしたい

と思います。 

議案第２号の別表第１の中央公民館使用料については、これまで午

前、午後、夜間の時間帯に分けて金額を設定していますが、これから

は時間帯にかかわらず一律に１時間あたりの額で統一するということ

でよろしいでしょうか。 

おっしゃる通り、今までは午前、午後、夜間という３分割で考えて

いたものが、その事実に応じて、例えば午前中であっても１時間で終

わる会議とかについては１時間の料金となっておりますので、逆に利

用者にとっては実時間になり、使用料は若干上がっているかもしれま

せんが、トータルとしてはマイナスになっているという状況になって

おります。 

 改正前の使用料は、１７時から２２時の時間帯が他の時間帯より高

い金額になっていましたが、１時間当たりの額に改正されたことによ

り、例えば、使用料３００円の研修室を、どの時間帯に２時間使用し

ても使用料は６００円になるということで、より使いやすくなったと
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部次長 

(石川 誠君) 

教育長 

(登藤和哉君) 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

 

 

 

東公民館長 

(福原義人君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いうことですね。 

そのとおりです。 

 

そのほかご意見ご質問等ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

 よろしければ採決させていただきます。 

議案第２号から第５号について原案のとおり可決することにご異議

ありませんでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

議案第２号から第５号について原案のとおり決定することといたし

ます。 

続いて、議案第６号、別海町公民館設置及び管理等に関する条例施

行規則の一部を改正する規則の制定について、議案第７号、別海町公

民館管理運営規程の一部を改正する訓令の制定についての２件につい

ては関連がありますので、一括議題とさせていただきます。事務局説

明願います。 

それでは、議案第６号、別海町公民館設置及び管理等に関する条例

施行規則の一部を改正する規則の制定について、並びに議案第７号、

別海町公民館管理運営規程の一部を改正する訓令の制定について、関

連がございますので一括で私のほうから説明させていただきます。 

 はじめに、本案につきましては、先に教育次長のほうから説明があ

り、先ほどご承認いただきました条例の一部改正に踏まえまして、内

容を明確にし、町民ファースト、利用者ファーストの視点から現況を

勘案しながら、利用者や町民によりわかりやすく引用条項や文言の修

正等の改正を行いたいとするものでございます。 

議案書は１７ページから１９ページとなりますが、議案本文の朗読

は省略をさせていただき、議案資料によって説明をさせていただきま

すので、議案資料の２５ページをお開きいただきたいと思います。 

はじめに、別海町公民館設置及び管理等に関する条例施行規則の一

部を改正する規則の新旧対照表です。右が改正前、左が改正後となっ

てございます。 

 はじめに、第２条第２項、公民館の事業です。 

本案につきましては、正式名称とするため、別海中央公民館を別海

町中央公民館とするものでございます。 

 次に、第３条、公民館の所管区域で、別海町西公民館部分でありま

す。これまでは、別海町支所設置条例に定める区域等となってござい

ましたが、町民にわかりやすくするため、更には戸籍法上の地域名を
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明記し、町民に利用しやすく、明確にしたいとするものでございます。 

続いて、同じ第３条の議案資料の２６ページでございますけれども、

東公民館区域です。 

これにつきましては、戸籍法上の地域名を導入することにより、逆

にわかりにくいという判断から、これまで通りの区域として行いたい

とし、条例の施行年を追記するものでございます。 

次に、第１１条、第１２条につきましては、申請書を使用申込書と

し、統一を図り、それぞれ文言を修正したいとするものです。 

 資料の次ページをお開きいただきたいと思います。 

２８ページまでにまたがりますが、第１３条、使用料の減免です。

これまで、８号ありました規程を、文言の整理、修正を図りながら、

町民や利用者が理解しやすいものとなるように改正したいもので、こ

れまでとは大きく変更点はございません。 

 はじめに、第１３条第１号でございます。関連がある改正前の第１

号と第６号を統合し、社会教育関係団体が使用する場合は５０％の減

免、更に子ども会やスポーツ少年団などが使用する場合には免除とす

るものです。 

第２号では、関連があります改正前の第２号と第３号を統合し、こ

れまで町や町の機関が主催や共催の場合には免除としていたものに、

後援等を追加し、減免許可の範囲を広げ、より利用しやすいものとし

たいものです。 

続いて、第３号では、号の整理統合に合わせて、改正前第４号を第

３号としたいもので、文言等の修正はありません。 

第４号では、改正前第５号であったものを第４号に繰り上げ、これ

まで校種別であったものを学校教育法で定める施設として、保育園や

認定こども園も免除で使用できるように文言を修正したいものです。

このことによって、全部の学校教育機関及び幼稚園や保育園の使用が

免除となります。 

 第５号、第６号につきましては、前号等の統合整理により、第７号

を第５号に、第８号を第６号に引き上げるというもので、文言等の修

正はありません。なお、附則といたしまして、この規則は令和２年４

月１日から施行したい、とするものです。 

 続いて、議案資料の２９ページをお開き願います。 

別海町公民館管理運営規程の一部を改正する訓令の新旧対照表で

す。同様に、右側が改正前、左側が改正後となります。 

 本案につきましては、先に述べました条例や規則の一部改正を踏ま

えましての改正となります。 
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 第３条第３項を、現状、申込み実態がないこと、また、規則におい

て老人についても免除として定められていることから、本項を削除し、

現状に合わせたいとするものです。なお、附則として令和２年４月１

日から施行する、というものです。 

 本件につきましては、３月後半に利用者等説明会を順次開催する予

定でございましたけれども、この度の新型コロナウイルス感染拡大防

止対策のため、利用者には説明文書並びに管内周知、ホームページ等

をもって対応させていただくことを申し添えておきます。 

以上で、議案第６号及び議案７号の内容説明を終わります。 

只今、議案第６号、第７号の内容説明が終わりましたので、御意見

あるいは御質問等がありましたらお受けしたいと思います。ありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

なければ採決をさせていただきます。 

議案第６号、第７号について原案のとおり可決することに御異議あ

りませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようですので、議案第６号及び第７号について原案のと

おり決定することといたします。 

 続きまして、議案第８号、令和元年度教育費予算の補正について、

説明をお願いいたします。 

それでは、議案書２０ページになります。議案第８号令和元年度教

育費予算の補正について、私からご説明をいたします。 

３月補正につきましては、ほとんどが事業の確定、執行残及び事業

精査等に伴う減額補正となっていますので、それ以外の理由による主

なものについてご説明申し上げます。 

議案第８号の別冊資料で行いたいと思います。別冊資料の１ページ

をお開きください。 

まず、歳入です。 

１５款、国庫支出金、２項、６目、教育費国庫補助金、２節です、

小学校費補助金と３節の中学校費補助金で、公立学校情報通信ネット

ワーク整備費補助金４２，２００千円と３７，７００千円の増は、い

わゆる GIGA スクール構想実現に向けた通信ネットワーク整備事業実

施に伴う補助金の増で、この全額を翌年度に予算を繰り越します。 

６目、教育費国庫補助金、６節の保健体育費補助金の学校施設環境

改善交付金、１４，０８４千円の増は、国の予算前倒しによるもので、

現在の給食センターの解体工事に伴う交付金の増で、こちらについて
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教育長 

も全額翌年度に予算を繰り越します。 

２ページに移ります。 

３段目、１６款、道支出金、２項、８目、１節ですね、社会教育費

補助金の地域づくり総合交付金、１，０００千円の増は、青少年海外

派遣事業の補助採択によるものです。 

下から６段目、２２款、町債、１項、６目の教育債の小学校債で、

３３，８００千円、中学校債で、３６，８００千円、そして保健体育

債で、１７，９００千円、それぞれ増額となっておりますのは、先ほ

ど説明した通信ネットワーク整備及び給食センター解体工事に伴う起

債の増であります。 

教育委員会歳入全体で１７４，１１８千円の増額補正となっていま

す。 

次に歳出です。３ページをお開きください。 

１段目、２款、総務費、１項、１６目、負担金補助及び交付金４，

０４８千円の増は、別海高等学校通学費助成金で、利用生徒の増加に

伴う執行見込みの増によるものです。 

少し飛びまして５ページをお開きください。 

５段目、２款、教育費、２項、４目、小学校校内通信ネットワーク

事業で、工事監理委託料１，５００千円、調査・設計委託料４，７５

０千円、整備工事費７８，２５０千円をそれぞれ増額し、６頁に移り、

1 段目、同じく、中学校校内通信ネットワーク事業で、工事監理委託

料１，５００千円、調査設計委託料４，７５０千円、そして整備工事

費６９，２５０千円をそれぞれ増額し、全額翌年度に予算を繰り越し

ます。 

少し飛びまして１０ページをお開きください。 

下から 7 段目、６項、２目、学校給食センター改築事業で、解体撤

去工事費３２，０００千円を増額し、そちらも全額翌年度に予算を繰

り越します。 

その他については、備考欄に記載がある通り、全て事務事業の執行

見込及び確定による執行残、また、精査等による減額で、別海高校支

援策の総務費、すくすく学級の民生費を含む教育委員会歳出全体で１

５６，０７３千円の増額補正となり、補正後の教育費全体の額は２，

６１３，７２４千円というふうになっております。 

説明については以上ですが、この後の質問の回答は、各所管から説

明させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

以上で説明を終わります。 

只今、議案第８号の内容説明が終わりましたので、御意見御質問等
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がありましたらお受けしたいと思います。 

（「なし」の声あり） 

なければ採決をさせていただきます。 

議案第８号について原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようですので、議案第８号について原案のとおり決定す

ることといたします。 

 続きまして、議案第９号令和２年度教育費予算について、説明をお

願いいたします。 

それでは引き続き私のほうから説明をさせていただきます。 

議案第９号令和２年度教育費予算についてです。議案書は２１ペー

ジになります。別冊資料でご説明を申し上げます。別冊資料令和２年

度教育費予算の１ページをお開きください。 

まず、歳入です。 

予算科目は款の欄及び項の欄で、金額は見積額の欄で説明を申し上

げます。 

１３款、分担金及び負担金９０，０３７千円は、学校給食費の負担

金です。 

１４款、使用料及び手数料３，６９０千円は、認定こども園保育料

及び各公民館の使用料等となってございます。 

１５款、国庫支出金９３５，２４７千円は、主に、スクールバスの

購入事業、西春別中学校整備事業、生涯学習センター整備事業、ヤチ

カンバ群落地保護事業に伴う補助金です。 

１６款、道支出金２，５３８千円は、２項の道補助金１，６４０千

円が、指定文化財保存整備事業、そして海外研修派遣費補助事業、こ

れに伴う補助金で、３項、道委託金８９８千円はスクールソーシャル

ワーカー及び幼少教育接続円滑化モデル事業の委託金です。 

１７款、財産収入７，８１４千円は、教員住宅使用料が主なもので

す。 

２１款、諸収入１４，５４０千円は、３項、貸付金元利収入９，１

６１千円が、奨学金の償還金で、５項、雑入５，３７９千円が、牛乳

給食費助成金及びスポーツ振興くじ助成金、これが主なものとなりま

す。 

２２款、町債１７，０００千円は、スクールバス購入事業に伴う町

債となっております。 

以上、歳入合計で、１，０７０，８６６千円となっております。 
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次に歳出です。３ページをお開きください。 

２款、総務費、１項、総務管理費、１６目、諸費３９，９０５千円。

こちらについては、別海高等高校教育支援事業に係る予算です。 

３款、民生費、２項、児童福祉費、１目、児童福祉総務費６６４千

円。こちらについては、公民館で実施している乳幼児母親家庭学級す

くすく事業に係る予算で、対前年度比で４，１３６千円の減額となっ

ております。これにつきましては、今年度まで生涯学習アドバイザー

の賃金を、物件費として事業予算に計上していましたが、来年度から、

会計年度任用職員制度が導入されることに伴い、役場内の人件費とし

て一括して計上されることになり、予算計上方法が変更されたことに

よる減額が主な理由です。 

１０款、教育費、１項、教育総務費、１目、教育委員会費４，３１

３千円。 

２目、事務局費７，８１０千円。こちらは、対前年度比で４，０１

９千円の減額となっておりますが、会計年度任用職員制度の導入によ

る、指導室指導主幹賃金の予算計上方法が変更されたことによる減額

が主な理由です。 

３目、教育指導費１３，３０３千円。こちらは、前年比２３，２０

６千円の減額となっておりますが、外国青年招致事業、それから生き

る力アッププロジェクト事業、いじめ不登校問題対策事業の減が主な

理由で、いずれも会計年度任用職員制度の導入による、支援員等賃金

の予算計上方法が変更されたことによる減額が主な理由です。 

４目、奨学金９，７２０千円。こちらは、前年比９６０千円減額と

なっておりますが、奨学金利用人数の減が主な理由です。 

次に、２項、小学校費、１目、学校管理費９３，９００千円。こち

らは、前年比４６，８７１千円減額となっております。こちらも、会

計年度任用職員制度の導入による、支援員等賃金の予算計上方法が変

更されたことによる減額が主な理由です。 

２目、教育振興費２１，６５１千円。 

３目、通学対策費１２３，９３９千円。こちらは、１６，６７０千

円の増となっておりますが、スクールバス購入事業と、スクールバス

運行経費、業務委託料の増が主な理由です。 

次に、４目、学校建設費予算計上ありません。こちらは、９７，４

５０千円皆減になっておりますが、小学校校舎等改修事業、野付小学

校屋体等改修工事の完了によるもので大幅な減額となっており、予算

計上がありませんので廃目となります。 

続いて、３項、中学校費、１目、学校管理費９５，０７８千円。こ
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ちらは、３４，８２３千円減となっておりますが、小学校費と同様に

会計年度任用職員制度の導入による、支援員等賃金の予算計上方法が

変更されたことによる減額が主な理由です。 

２目、教育振興費２７，３５９千円。こちらは、６，８３８千円増

になっておりますが、中学校教師用指導書等購入事業の増が主な理由

です。 

３目、通学対策費４９，７８８千円。こちらは、４，１３６千円増に

なっておりますが、スクールバス運行経費の業務委託料の増が主な理

由です。 

続いて、４項、幼稚園費、１目、幼稚園管理費１７，６７２千円。

こちらは、２７，４１９千円減になっておりますが、幼稚園の正職員

の増と会計年度任用職員制度の導入による、臨時教諭の賃金の予算計

上方法が変更されたことによる減額が主な理由です。 

２目、教育振興費５，３１５千円。 

続いて４ページ、５項、社会教育費、１目、社会教育総務費１０，

８８２千円。こちらは、３，０８３千円の減となっておりますが、ヤ

チカンバ群落地保護事業、奥行地区文化財保存整備事業の減が主な理

由となっています。 

２目、生涯教育推進費８１８千円。 

３目、生涯教育学習費１，２３２千円。 

４目、青少年教育費５，６８４千円。こちらは、７９６千円の減で

予算に大きな動きはありませんが、次年度は枚方市の受け入れになり

ます友好都市小年少女ふれあいの翼交流事業の減と、隔年実施で次年

度行うことになります青少年芸術劇場開催事業の増によるものです。 

５目、中央公民館費２１，２７４千円。こちらは、４，２７１千円

減になっておりますが、会計年度任用職員制度の導入による嘱託職員

の賃金の予算計上方法が変更されたことによる減額と清掃等業務委託

料の単価増によるのが主な理由です。 

６目、東公民館費１２，０４０千円。こちらは、８６１千円増で、

予算に大きな動きはありませんが、清掃等業務委託料の単価増による

ものが主な理由です。 

７目、西公民館費１３，４６２千円。こちらは、３３４千円増です

が、予算に大きな動きはありませんが、清掃等業務委託料の単価増に

よるものが主な理由です。 

８目、図書館費３３，７０１千円。こちらは、７，１２３千円減に

なっておりますが、会計年度任用職員制度の導入による嘱託職員の賃

金の予算計上方法が変更されたことによる減額と清掃等業務委託料の
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単価増によるが主な理由です。 

９目、郷土資料館費５，２４２千円。こちらは、３，０７１千円減

になっておりますが、会計年度任用職員制度の導入による臨時職員の

賃金の予算計上方法が変更されたことによる減額が主な理由です。 

１０目、生涯学習センター費１，２８６，０１７千円。こちらは、

１，０６６，８８４千円増になっておりますが、今年度から３年間で

本格的に建設工事が始まっております。その工事費等の増によるもの

が主な理由です。 

続いて、６項、保健体育費、１目、保健体育総務費８８，３５６千

円。こちらは、４，２１０千円の増になっておりますが、委託費の単

価増で２，３５７千円、各団体からの要請に伴うもので１，７４５千

円の増、設備故障による修繕工事で８０１千円の増額などが主な理由

です。 

２目、学校給食費２２０，７１４千円。こちらは、８４８，２０１

千円の大幅な減額となっておりますが、施設本体及び外構工事の完了

と、試運転等に係る経費の減、会計年度任用職員制度の導入による嘱

託、臨時調理員の賃金の予算計上方法が変更されたことによる減額が

主な理由です。 

３目、へき地学校保健管理費１２，６０６千円。 

４目、総合スポーツセンター費１２４，８６３千円。こちらは、１

７，２９６千円増になっておりますが、トレーニング機器のリース料

円、テニスコート照明交換工事、指定管理委託費の増が主な理由です。 

５目、パイロットマラソン大会費５，５００千円。こちらは、１，

０００千円減になっておりますが、参加費の値上げにより補助金が減

額となったことによる減額です。 

６目、学校解放事業費１００千円。 

以上、総務費、民生費及び教育費を合わせまして、２，３５２，９

１８千円の予算となっております。前年度と比較では、１０，３２６

千円の増額となっています。 

続きまして、５ページをお開きください。 

令和２年度、教育委員会が実施します事業について、主なものをご

説明申し上げます。 

まず１段目です。 

特定防衛施設周辺整備調整交付金事業で、上西春別中学校整備事業

２０，５７２千円です。こちらにつきましては、バックネット、フェ

ンスの改修などを行うもので、これで上西春別中の一連の整備事業が

完了いたします。 
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次に３段目です。別海高等学校教育支援事業４１，０２６千円です

が、こちらにつきましては、７つの事業で、昨年度と大きく内容が変

わるものはありません。 

続きまして、６ページの１段目をご覧ください。 

外国青年招致事業１８，６４５千円です。こちらにつきましては、

ALT の招致事業で、昨年度の途中から現在の４名体制となっています。 

６ページの３段目、生きる力アッププロジェクト事業２，０１２千

円。こちらにつきましては、平成２９年度から２期目がスタートし、

今年度で終了しました。１期、２期の取り組みで、子どもの学力向上

と、先生の指導力アップに着実に成果を上げていることが検証されて

おり、特に NIE については、学力向上の効果が上がっているとの先般

の道新の記事なんかにも掲載がありましたが、次年度から３期目の取

り組みをスタートさせるものです。 

次の行です。コミュニティスクール推進事業７１９千円。こちらに

つきましては、少額の予算ではありますが令和２年度から、８学校区

全てで本格実施となり、引き続き、全学校区で、地域でめざす子ども

像を土台として、地域の特性を生かしながら連携を深め推進してまい

ります。 

続いて６段目、小学校教師用指導書等購入事業１，４８３千円。こ

ちらにつきましては、学習指導要領の改訂に伴い全教科の教科書及び

教師用指導書を購入するものです。 

続いて７段目、スクールバス購入事業２１，７４８千円。こちらに

つきましては、老朽化したひとみ１３号を更新するものです。 

続いて９段目、中学校教師用指導書等購入事業８，６９８千円。こ

ちらにつきましては、令和３年度、学習指導要領の改訂に伴い全教科

の教科書が改訂となることから、２年度中に教師用指導書及び教科書

を購入するものです。 

続いて７ページ１段目、青少年芸術劇場開催事業１，０５９千円。

こちらにつきましては、先ほどの予算でも説明したとおり、隔年開催

の事業で、令和２年度は、町内８小学校で公演を行うものです。 

続いて５段目、生涯学習センター整備事業１，２８６，０１７千円。

こちらは、建物本体の工事で、昨年から引き続き１期工事と２期工事

を実施するものです。 

以上、抜粋して説明をさせていただきましたが、全３０事業で、事

業費合計額につきましては、１，４８４，６２７千円となっておりま

す。 

令和２年度、教育予算と事業の概要については以上ですが、この後
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教育長 

(登藤和哉君) 

教育委員 

(大塚保男君) 

学務課長 

(入倉伸顕君) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育委員 

(大塚保男君) 

学務課主査 

(佐藤 亮君) 

教育長 

(登藤和哉君) 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

学務課主幹 

(池田卓也君) 

 

 

の質問の回答は、各所管から説明させていただきますので、よろしく

お願いします。 

以上で終わります。 

只今、議案第９号の内容説明が終わりましたので、御意見あるいは

御質問等がありましたらお受けしたいと思います。ありませんか。 

会計年度任用職員制度について詳しく教えてください。 

 

これにつきましては、地方公務員法及び地方自治法の改正に伴いま

して、これまで本町におきまして一般職、臨時、それとパート、そし

て嘱託という職が存在するわけなんですが、会計年度任用職員制度に、

令和２年４月１日からの移行に伴い、特別職、一般職、会計年度任用

職員、臨時的任用職員に分かれることになりました。 

これまで臨時となっていた部分につきましては、会計年度のフルタ

イム、会計年度のパートタイムという２つに分かれております。具体

的に言いますと、学校の公務補さん、嘱託の方は会計年度任用職員の

フルタイムに位置づけられます。就業時間が１分でも短ければ会計年

度任用職員のパートタイムという位置づけになっています。概要とし

ては以上となります。 

今までは教育委員会の予算で対応していたものが別扱いになるとい

うことですね。 

会計年度任用職員制度に移行することにより、予算につきましては

総務課で対応することとなっています。 

 そのほかございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

なければ採決をさせていただきます。 

議案第９号について原案のとおり可決することに御異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 

異議がないようですので、議案第９号について原案のとおり決定す

ることといたします。 

－【その他】－ 

それでは次に、日程第５その他に入ります。 

事務局から何かございませんか。 

教育長の挨拶の中でもお話しがありましたが、新型コロナ感染症に

おける学校の臨時休校等について説明いたします。 

新型コロナウイルス感染症は、１月に中華人民共和国湖北省武漢市

において蔓延し、日本においては蔓延防止のため、各学校等が臨時休
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教育長 

(登藤和哉君) 

教育委員 

(大塚保男君) 

 

 

 

 

教育部長 

校になるなど、あらゆる分野で蔓延防止対策がなされているところで

す。 

 蔓延防止のため、２月２４日には北海道知事と北海道教育長から、

保護者宛にメッセージが配布され、２月２６日には北海道教育長から

２月２７日から３月４日までの１週間、北海道の小中学校等を臨時休

校にする旨の要請があり、町内の幼小中学校の臨時休校を決定しまし

た。 

 更には、２月２７日の夜に安倍総理大臣が、全国の小中学校等にお

いて、春休みまで臨時休校とする旨の要請を実施すると表明し、それ

を受けて北海道教育委員会から要請があり、町教育委員会では、その

要請を受け、２月２８日に学年末の休業日前日の３月２４日まで、町

内幼小中学校の臨時休校、休園とする旨を決定しました。 

 中学３年生における高校入試につきましては、補習のための学校登

校日や入試高校の下見、面接は中止なりましたが、入試は予定どおり

開催されます。 

 なお、幼小中学校の卒園式、卒業式については、特別な行事である

ことから、内容を精査し、時間を短縮するなどして実施する予定であ

ります。 

 その他、教育委員会では、学校内を消毒するために、何とか消毒薬

等を手に入れ、各学校等に配布し、３月４日までに消毒作業を行うよ

う指示をしています。 

 スクールバスについても、運転手のマスク着用、検温の実施、バス

内の消毒を委託している３事業所に依頼しているところです。 

現在、休校休園に伴うその他の学校行事等の実施については、北海

道教育委員会から示されていませんが、今後、児童生徒、学校、保護

者等に混乱が生じないよう北海道教育局や各学校等と連携を密にして

対応していく考えでございます。 

以上です。 

委員の皆様、せっかくの機会ですので、何か聞いておきたいことな

どありますでしょうか。 

 今後の見通しについてですが、道教委と連携しながら対応していく

という話でしたけれども、町内では３月２４日まで臨時休校になると

いうことですね。 

その中で、子供達の外出や学年毎に分けての登校など、今後の対応

に関する様々な情報が飛び交っていますが、そのような対応について

は、今後、取組んでいくことが考えられるでしょうか？ 

今の大塚委員のご質問だったんですけれども、報道等で皆さんもそ
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ういった動きなんかも随時確認されているかと思うんですが、おそら

くどういった推移の、感染が拡大方向に進むのか、少し落ち着くのか、

今後の推移にもよると思うのですけれども、やはり小さな子供たちが

今のところでは外出するなという指示で、自宅で教育委員会から送ら

れたテキスト等を自学、自習をしているという状況ですので、いろい

ろと運動不足であったり、そういったことも確かに考えられますので、

道教委の考え方と合わせる形にはなると思うのですが、分散登校なん

かについても具体的な指示があるのではないかと考えております。 

そういった動向を見ながら進めていきたいなと考えております。 

以上です。 

今回の件に関して、地域の保護者の方々は思いがたくさんあり、教

育委員である我々も地域の方々から質問されることがあります。 

 連日、職員の皆さんは大変な思いをして業務を進めていると思いま

すけれども、対応等が決まった段階で、我々にも内容を伝えていただ

きたいと思います。 

 大変な中だと思いますが、よろしくお願いします。 

教育委員会全体で教育委員の皆様にもそういった情報を速やかに伝

えれるように考えております。 

コロナウイルスの件ですが、子供たちが、特に小さい子供たちが１

週間以上も家庭の中だけで自学するとか、外出できず体を使うことが

できないことが続いているというと、これはかなり体にも、そして心

にも不満というか、いろんなことが起こってくると思います。 

それを何か解消する方法を考えていかなければいけないのではない

かと思うのですが。 

また、自分達の歯科医療現場もそうですが、医科、医療関係に従事

される現場では女性が多く、また、介護の現場でも女性が現場を支え

ている割合が高いと思います。 

その中で、お子さんがいらっしゃる割合が、確か２０から３０パー

セントだったと思いました。 

以前から道内のやはり地方に行くほどドクター不足、看護、介護者

不足が言われる現状に、このコロナウイルスによる学校休校による、

お子さんを家庭でみるためには、母親が現場を離れざるを得ない状態

となっています。 

実際には予想を超え、３０名以上の離脱状態とのこと。 

すでに道東で、コロナウイルスの拠点病院になる病院では、お子さ

んを家庭でみるために、医療従事者の現場を離れる人数があまりにも

多くなり、外来を止めるしかなくなったとの事で、これが医療崩壊を
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教育長 

(登藤和哉君) 

 

教育長 

(登藤和哉君) 

 

 

広めていってしまう可能性が出てきています。 

そういった職種の方達のお子さん方をみていただく場、もしくは何

か親が現場に戻れる手立てを考えていただかないと、医療さらには、

このコロナウイルスの救急現場を止めることのないような手立てをぜ

ひ考えていただきたいと思います。 

多分聞き取りが上からくると思うので、その時に大都市のみでなく

地域に行けばいくほどそういう情報が出てきているので考慮していた

だきたいなと思いますので、道のみでなく、道東としての取組の要望

を出していただきたく思います。 

ご意見としてお伺いさせていただきました。 

そのほかなにかございますでしょうか。 

（その他なし） 

以上もちまして、本日上程された議案は全て終了いたしました。 

これをもちまして、第２回教育委員会議を閉会いたします。 

皆様大変お疲れ様でございました。 

－【閉 会】－ 

 


